
 

 

 

 

平 成 26 年 度 
 

 

八代市議会文教福祉委員会記録 
 

                                                             

 

 

 

 

審  査  ・  調  査  案  件 

 

 

１．所管事務調査 ･･･････････････ １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                             

 

 

 

平成 26 年 4 月 23 日（水曜日） 



－1－ 

文教福祉委員会会議録 
 

平成２６年４月２３日 水曜日 

  午前 ９時００分開議 

午前１１時５４分閉議（実時間２９分） 

 

○本日の会議に付した案件 

１．所管事務調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査 

  （北新地保育園の民営化について） 

（こどもプラザの増設について） 

（パトリア千丁の入浴施設について） 

・教育に関する諸問題の調査 

  （八代市立八代支援学校、適応指導教室「く

ま川教室」（管内視察）） 

 

 

○本日の会議に出席した者 

 委 員 長  中 村 和 美 君 

 副委員長  西 濵 和 博 君 

 委  員  友 枝 和 明 君 

 委  員  橋 本 隆 一 君 

 委  員  堀   徹 男 君 

委  員  堀 口   晃 君 

 委  員  村 川 清 則 君 

 

 ※欠席委員 百 田   隆 君 

 

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

 

○説明員等委員（議）員外出席者 

               君 

 

○説明員等委員（議）員外出席者 

 

 

  こども未来課長   白 川 健 次 君 

 企画振興部 

 

 

 教育部長       北 岡   博 君 

  教育部次長     増 住 眞 也 君 

 

○記録担当書記     小 川 孝 浩 君 

 

（午前９時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） それでは、定刻とな

り、定足数に達しておりますので、ただいまか

ら文教福祉委員会を開会いたします。 

 本日は、当委員会の所管事務調査であります

保健・福祉に関する諸問題の調査を議題とし、

３件の報告を受けた後、教育に関する諸問題の

調査を議題とし、教育部所管施設についての管

内調査を行うこととしております。 

 

◎所管事務調査 

・保健・福祉に関する諸問題の調査（北新地保

育園の民営化について） 

○委員長（中村和美君） それでは、まず、北

新地保育園の民営化について 執行部から発言の

申し出があっておりますのでこれを許します。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君） 

 はい。委員長 

○委員長（中村和美君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君） 

 はい。おはようございます。（「おはようご

ざいます」と呼ぶ者あり）管内調査の前の貴重

なお時間をいただきましてまことにありがとう

ございます。 

 それでは、諸問題の調査につきまして、まず、

１点目、北新地保育園の民営化について、それか

ら、こどもプラザの増設につきましては、こども

未来課が所管でございますので、そのまま白川課

長より説明させていただきますので、どうぞよろ

上 田 淑 哉 君 
健康福祉部長兼 

福祉事務所長 

鶴 田 英 治 君 
企画振興部理事兼 

千丁支所市民福祉課長 
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しくお願いいたします。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。こど

も未来課課長の白川でございます。よろしくお

願いいたします。 

済みません、座って説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。本日

はですね、北新地保育園の民営化についてとい

うことで、移管先法人選定までの経緯について

説明をさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

 お配りしております資料をごらんください。 

１２月のこの文教福祉委員会で、第１回の選

定委員会を開催したというところまで説明をい

たしております。その後の経過でございますが

２にあります申込書等の配付と、３の応募を検

討している法人に対する説明会、それから、現

地見学会を１２月に実施しております。その後

４の質問受け付けを行いまして、５の申し込み

受け付けを１月の２０日、月曜から１月の３１

日の金曜まで行いました。 

その結果、申し込みのあった法人の名称をで

すね、申し込み順に記載しております。なお、

２番目にあります千秋福祉会は、新たに社会福

祉法人を設置しようとする保育の経験者でござ

いますので、名称には仮称ということでさせて

いただいております。このように、３つの法人

から応募をいただきましたことから、６にあり

ます第２回の選定委員会を２月の１３日、木曜

日に開催いたしまして、まずは、応募法人から

提出されました書類の内容について審査を行い

委員の皆さんに採点をしていただきました。そ

の後ですね、７の第３回委員会を２月の２２日

の土曜日に開催いたしまして、応募法人からの

プレゼンテーションや法人へのヒアリングを行

いまして、最終的な審査を行っていただいてお

ります。 

 委員会では、この結果に基づきまして最高点

となりました社会福祉法人文政福祉会を……（ 

「文政福祉会」と呼ぶ者あり）あっ、済みませ

ん。文政福祉会を移管先法人の候補者に選定さ

れるとともに、２番目に高い得点となりました

仮称・社会福祉法人千秋福祉会を次点候補者と

して選定をされました。そして、この委員会の

結果を受けまして、８にありますように、市で

は、社会福祉法人文政福祉会を移管先法人に選

定をいたしました。 

 しかしながら、裏面をごらんいただきたいと

思いますが、９のところにありますように、法

人が辞退をされましたもんですから、次点候補

者でありました千秋福祉会さんを改めて移管先

法人に選定をいたしたところでございます。 

なお、明日２４日でございますが、移管先法人

によります保護者説明会を開催するということ

にしております。 

 今後は、この法人さんとですね、保護者の皆

様との意思疎通を図りながら民営化に向けた準

備を進めていきたいと考えているところでござ

います。 

 以上で説明を終わりますが、文教福祉委員会

には北新地保育園の民営化の……（「文政」と

呼ぶ者あり）あっ……（「そう、そう、そう」

「文教福祉委員会だな」と呼ぶ者あり）北新地

保育園の民営化の状況についてですね、今後も

随時、御報告していくよう考えております。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君） 

 はい。 

○委員長（中村和美君） 本件について質疑、 

御意見等はありませんか。 

○委員（堀 徹男君） １つ。 

○委員長（中村和美君） はい、堀委員。 
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○委員（堀 徹男君） 選定後の辞退の理由は

何でしたか。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。辞退

された法人さんはですね、現在、２つの保育園

を運営されておりまして、３カ所、今度受けて

３カ所の保育園経営となりますと質の高い保育

士の確保という部分ではちょっと不安を持ちな

がらもですね、地域のためにという強い思いで

応募をされたものでございます。 

 そのような中ですね、プレゼンテーションを

する際にですね、代表者の方とは以前からお知

り合いであった千秋福祉会さんのほうが応募さ

れているということ知られまして、この団体で

あれば保育園の運営を譲渡されても安心である

というふうにそのときに思われました。 

 それから、選定委員会の結果もですね、その

団体とは僅差であったということもありました。 

これらのことをですね、熟考された上でですね 

今回は千秋福祉会さんのほうが移管先法人とな

って一緒に協力しながらですね、いったほうが

地域のためにはよいのではないかという結論に

至られまして辞退をされたというふうに聞いて

おります。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい。わかりました。 

○委員長（中村和美君） はい、いいですか。 

はい、ほかありませんか。はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 千秋福祉会っていうの

は地元のどこですか。地元ですか。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。千秋

福祉会さんは、先ほど申しましたように、これ

から社会福祉法人を立ち上げられる保育の経験

者ということでございますけれども、その代表

者の方はですね、市内の私立保育園で５０年近

く保育の経験を持たれる――持っていらっしゃ

る方、その方が設立をされるということでござ

います。 

 それから、その、今後設立される社会福祉法

人の理事さんあたりにはですね、市内の保育園

の園長先生方、複数名前を連ねておられますの

で、支援する体制というのはできていらっしゃ

る団体だというふうに考えております。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（友枝和明君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい、それでは―― 

まあ、ちなみに、私のほうから、お聞きしたん

ですが、こちらで、今現在、北新地保育園、市

の管轄ではございますが、ここに移りましたら

臨時の保母――先生方を引き取られる気持ちは

あられるということでございますので、私のほ

うからつけ加えさせていただきたいというふう

に思います。 

 はい、ほかになければ、以上で北新地保育園

の民営化について終了いたします。 

 

・保健・福祉に関する諸問題の調査（こどもプ

ラザの増設について） 

○委員長（中村和美君） 次、こどもプラザの

増設について執行部から発言の申し出があって

おりますのでこれを許します。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。それ

では、引き続きまして、こどもプラザの増設に

ついて説明をさせていただきます。資料のほう

をごらんください。 

 主に、３歳までの乳幼児を子育て中の親子が
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気軽に集い打ち解けた雰囲気の中で語り合い、

相互に交流を図ることで子育てへの負担感や孤

立感、不安感などを緩和し、子供の健やかな育

ちを促進することを目的といたしますこどもプ

ラザについて、さらに子育て支援の充実を図る

ため増設をいたすものでございます。 

 名称のこどもプラザわくわくは、現在、マッ

クスバリュ２階に開設しておりますこどもプラ

ザすくすくの利用者に名称の募集を行いまして

最も多かったものでございます。また、現在の

すくすくと同じリズムで言いやすく親しみやす

い。それから、気軽に集えるイメージがある。

子育てに対するわくわくした気持ちをあらわし

ている。初めて利用される方にも興味が湧くよ

うな名称である。などの理由から、こどもプラ

ザわくわくという名称にいたしました。 

 開設場所は、地域振興に関する協定により提

供のありましたイオン八代ショッピングセンタ

ー２階のベビー用品売り場の隣でございます。 

本年６月から開設をいたします。 

開設日は、初年度におきましては月曜から金

曜までの平日で、時間は１０時から１６時まで

となります。 

 事業内容につきましては、こどもプラザすく

すくと同じでございまして、子育て親子の交流

の場の提供と促進、相談・援助の実施、子育て

関連情報の提供、講習等の実施でございます。 

なお、裏面にはですね、参考までにレイアウト

の案をお載せしております。 

説明は以上でございます。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（中村和美君） はい。本件について

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） はい。このわくわくの

体制ですよね。何人ぐらいで子供さんたちを見

られるのか。今現在すくすくのほうではどうな

のかっていうところも含めてお聞かせください。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。現在

のすくすくのほうでは、アドバイザーが３人と

いう体制をとっております。それと、あわせて

すくすくのほうでは、ファミリーサポートセン

ター事業も一緒に行っておりまして、そちらの

ほうに１名という体制でございます。 

 この６月から開設いたしますわくわくに関し

ましては、やはり、同じ３名という体制を今検

討しているところでございます。（委員堀口晃

君（「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（堀口 晃君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（橋本隆一君） 済いません。 

○委員長（中村和美君） はい、橋本委員。 

○委員（橋本隆一君） 橋本です。先ほどのフ

ァミリーサポート事業、わくわくのほうではさ

れる予定ですかね。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。開設

初年度は、ファミリーサポートセンター事業に

つきましては、現在のすくすくのほうで開設し

ます。 

○委員長（中村和美君） はい、よろしいです

か。よろしいですか。 

○委員（橋本隆一君） はい。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員長。 

○委員（西濵和博君） はい。意見といいます

か提案なんですけれども、文教福祉委員会での

管内調査でございますけれども、例えば、６月

からこの施設が開設されるということで、年度
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内に時期を見てですね、また機会があれば現地

の視察あたりできたらなあというふうに思いま

すけれどもいかがでしょうか。（「ぜひ、お願

いします」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

 今、西濵副委員長が提案ございましたけど。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それではそのように、

まず、計画もさせていただきたいと思います。 

 ほか、ありませんか。 

○委員（村川清則君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、村川委員。 

○委員（村川清則君） はい。すくすくの利用

者数が２５年度、まあ、延べ人数で９８００人。 

これ、実質は何人ぐらい。（「実人員」と呼ぶ

者あり）多分、おんなじ人が何回か……。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） 済みません。

実人員については、今手元に数字を持っており

ませんが、１日平均でですね、大体３４人ほど

の利用ということでございます。（「数字が違

う」「延べ人数の話だから」「書いてある３

８」と呼ぶ者あり）（委員村川清則君「わから

ぬばよか」と呼ぶ）（こども未来課長白川健次

君「済みません。実人数ちょっと今手元に数字

を持っておりません」と呼ぶ」） 

○委員長（中村和美君） いいですか、村川委

員。 

○委員（村川清則君） はい。（「また後から

聞く」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、友枝委員

いいですか。はい、どうぞ。 

○委員（友枝和明君） この周知、利用者に対

しての周知の方法、どういったふうに。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、白川こども未

来課長。 

○こども未来課長（白川健次君） はい。広報

やつしろの５月号に、新たに６月から開設をい

たしますということで掲載をいたします。また

ホームページ等でもですね、周知を図ってまい

りたいと思っております。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（友枝和明君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい。なければ、以

上でこどもプラザの増設についてを終了いたし

ます。 

 

・保健・福祉に関する諸問題の調査（パトリア

千丁の入浴施設について） 

○委員長（中村和美君） 次に、パトリア千丁

の入浴施設について執行部から発言の申し出が

あっておりますのでこれを許します。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君） 

 はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君） 

 はい。続きまして、パトリア千丁の入浴施設

につきましてですね、千丁支所市民福祉課長の

鶴田課長より説明させていただきますので、ど

うぞよろしくお願いします。 

○企画振興部理事兼千丁支所市民福祉課長（鶴

田英治君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鶴田企画振興

部理事兼千丁支所市民福祉課長。 

○企画振興部理事兼千丁支所市民福祉課長（鶴

田英治君） はい。おはようございます。（「 

おはようございます」と呼ぶ者あり）千丁支所

の市民福祉課の鶴田です。よろしくお願いしま

す。それでは、座ってから説明させていただき

ます。 
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○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○企画振興部理事兼千丁支所市民福祉課長（鶴

田英治君） パトリア千丁の入浴施設につきま

しては、井戸のふぐあいによりまして休館して

おりますけれども、今年の２月の２１日から３

月３１日にかけまして、温泉井戸の調査を行い

ましたので、その結果を御報告いたします。 

 お手元にＡ４の２枚の資料を配付しておりま

す。それに沿って御報告をさせていただきたい

と思います。 

 まず、１の水中ポンプの引き揚げ及び分解・

点検の結果についてですけれども、水中ポンプ

につきましては、平成１５年に、今回と同じよ

うな濁りの発生の改修の際に交換しておりまし

て、それから約１０年以上の稼働により経年劣

化が進み、特に、ポンプのシャフト部分に異物

が混入し痛みがひどく、再使用は不可能とのこ

とです。 

 続きまして、２の井戸の状況についてですけ

れども、図面をごらんいただきたいと思います

けれども、井戸の検層を行う前に水中ポンプ、

赤い部分ですけれども、水中ポンプと揚湯管、

これは温泉をくみ上げる管ですけれどもこれを

引き揚げております。揚湯管につきましては、

前回説明しましたけれども、１本が９メーター

の７４本ありまして、これにつきましては破損

亀裂ということはなくて、再使用も可能という

ことです。 

 次に、井戸の中の検層の結果ですけれども、

まず、ケーシング、井戸の鋼管ですけれども、

地上から６３メーターの部分まで、図面の赤い

部分ですけれども、この部分が劣化が激しく、

これにつきましては、水位の変動等によりまし

て空気に触れ、酸化・腐食が進んでいまして、

さびのこぶや剝離等でケーシングの内部が不均

一、凹凸状態になっている状況でした。なお、

亀裂等は確認されてはおりません。 

 続きまして、温泉水の湧出箇所、温泉の生産

性ですけれども、地上から７６０メーター付近

が最も湧出量が多く、全湧出量の７割を占めて

おります。ストレーナー、これは取水のために

鋼管に切れ目を入れている部分ですけれども、

目詰まりは若干見られるが、湯量には問題ない

ということでございました。 

 続きまして、孔底、井戸の一番下の底の状況

ですけれども、１０５９メーターのところで堆

積物が確認されたということで、この井戸につ

きましては１２２１メーターまで掘ってありま

すので、１５０メーターほどが不純物等の堆積

物によって埋没している状況でございました。 

 続きまして、３の湯量の不安定と濁りの原因

についてですけれども、まず、湯量が安定しな

い原因につきましては、先ほど言いましたポン

プの経年劣化ということで能力が低下している

ということで、湯量が安定しないということで

ございます。 

 続きまして、濁りの原因ですけれども、平成

１５年に今回と同じような濁りの改修工事を行

う際に、二重ケーシングという形で改修を行っ

ております。不純物の流入防止用として施工さ

れております遮水シール、上のほうの赤の下の

緑の部分ですけれども、これは、水分を含むと

膨張する性質のゴム製のパッキンのような物で

ございまして、これが経年劣化によって、収縮

したことによって、１０年前のケーシングから

の泥水の流入がこのすき間を通って流下して、 

ストレーナー、ポンプそばのストレーナーから

入り、ポンプが吸い上げていたというのが濁り

の原因であるということがわかりました。 

 現在、改修方法等につきましては、検討して

おりますけれども、濁りの原因がポンプが吸い

上げていたということでございますので、改修

方法等には現在検討中でございます。 

以上で、井戸の調査の結果の報告を終わりま

す。 

○委員長（中村和美君） はい。本件について
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質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） いつごろできる予定で

すか。改修は。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君） 

 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、上田健康福祉

部長。 

○健康福祉部長兼福祉事務所長（上田淑哉君） 

 そういうのも含めて現在検討しているところ

です。例えば、これを改修するにしてもかなり

の予算が必要になるということでございますの

で、いろんなものも含めて検討しているところ

でございます。また、詳しいことがわかり次第 

また、委員会のほうには御報告、提案とかはさ

せていただきたいと思います。 

○委員（堀口 晃君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、堀口委員。 

○委員（堀口 晃君） まあ、それわかればい

いんですけども、おおよそこれを改修する、平

成１５年に１回改修をしてますよね。そのとき

にかかった費用と、今回かかる費用と、やっぱ

値段がやっぱ大分違うのかなっていう。まあ、

平成１５年かかった費用がどのくらいで、今回

このくらいぐらいかかりそうだっていう予測が

あればちょっとお聞かせいただきたいけども、

なければいいです。（健康福祉部長兼福祉事務

所長上田淑哉君「１５年度だけはわかります

ね」と呼ぶ） 

○委員長（中村和美君） はい。わかりますか。 

（健康福祉部長兼福祉事務所長上田淑哉君「１

５年度だけは」と呼ぶ） 

○企画振興部理事兼千丁支所市民福祉課長（鶴

田英治君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鶴田千丁支所

市民福祉課長。 

○企画振興部理事兼千丁支所市民福祉課長（鶴

田英治君） はい。１０年前の改修費用につき

ましては３５００万程度かかっております。 

今回の改修につきましては、今積算中でござ

いますので、ちょっとわかりませんけれども、

１０年前３５００万ほどかかっているというこ

とです。（委員堀口晃君「わかりました」と呼

ぶ） 

○委員長（中村和美君） いいですか。はい、

ほかありませんか。 

○委員（友枝和明君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、友枝委員。 

○委員（友枝和明君） 地元民として、先日一

応説明は受けました中でですね、いろいろと市

民の皆さん方の要望という、もちろん、いつで

くっとかいというのが一番でございます。私も

個人的には、まあ、調査中ということで、ほん

と利用者の方が期待をされておりますし、十分

費用の面もですが、最低限、費用を抑えるよう

なっていいますか、高価なこのポンプなんかア

メリカ製っていうことでお聞きしておりますし

慎重に検討していただいて、それと、早急にと

いいますか、それと、その影響といいますか、

美湯菜館の売り上げも相当、いろいろと生産者

からも聞いておりますし、まあ、じっくりひと

つ検討しながらですね、ぜひ、年度内とは言い

ませんが、なるだけ早く調査していただいて、

お願いしたいと思います。 

以上です。 

○委員長（中村和美君） いいですか。はい、

要望ですね。 

○委員（友枝和明君） 要望です。 

○委員長（中村和美君） はい、ほかありませ

んか。はい、西濵副委員長。 

○委員（西濵和博君） はい。本件についても

以前も改修の履歴があるということで、それを

踏まえて今後どうするかということ、多角的に

いろいろ御評価といいますか、検討必要なこと

で委員の先生方からもいろいろ御意見、御指摘
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があっているところというふうに思います。 

 考えるならば、地域の人たちに非常に期待さ

れる施設であるということはもとより私も承知

しておりますし、八代市全域として、市民がこ

の施設に対するいろいろな御意見もあろうかと

いうふうに思うところでもございますが、いろ

いろ政策的な判断とかも求められる課題の一つ

かというふうに思いますので、ぜひ、コンセン

サスを十分図りながらですね、最終的に何らか

の結論を導かれるに当たりましては、しっかり

した説明ができるようなことをですね、そして

また、随時、この委員会に報告していただけれ

ばなというふうに思います。（「はい、わかり

ました」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい。なければ、以

上でパトリア千丁の入浴施設についてを終了い

たします。（「ありがとうございました」と呼

ぶ者あり） 

 小会いたします。 

（午前９時２３分 小会） 

 

（午前９時２４分 本会） 

・教育に関する諸問題の調査（八代市立八代支

援学校、適応指導教室「くま川教室」（管内視

察）） 

○委員長（中村和美君） それでは、小会前に

引き続き会議を開きます。 

 次に、教育部所管施設についての管内調査を

行います。 

本日の日程は、お手元に配付のレジュメのと

おりでございますが、管内調査の行程につきま

しては執行部から説明を願います。 

○教育部長（北岡 博君） はい、委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、北岡教育部長。 

○教育部長（北岡 博君） はい。おはようご

ざいます。（「おはようございます」と呼ぶ者

あり）座って説明をさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○教育部長（北岡 博君） 本日、教育部関係

で調査をお願いします施設は２カ所を予定いた

しております。 

 １カ所目は、八代支援学校でございまして、

本年度より学校名を八代養護学校から八代支援

学校に変更しております。現在、学校施設耐震

化事業により新校舎の建設を行っているところ

でございます。 

 次に、２カ所目は、くま川教室でございまし

て、不登校児童生徒の適応指導教室として平成

４年にスタートし、現在４名の中学生が在籍を

しております。 

詳細につきましては、それぞれの施設におき

まして御説明させていただきますのでどうぞよ

ろしくお願いたします。 

本日は大変お世話になります。（「お世話に

なります」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ただいまの行程につ

きまして質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようでしたら質

疑を終了します。 

 それでは、管内調査のため、しばらく休憩い

たします。 

（午前９時２６分 休憩） 

 

（午前１１時５０分 開議） 

○委員長（中村和美君） それでは、休憩前に

引き続き、文教福祉委員会を再開いたします。 

ただいま、視察してまいりました教育部所管

施設について質疑、御意見等はありませんか。 

○教育部次長（増住眞也君） 委員長、先ほど

の件でちょっと。 

○委員長（中村和美君） はい、増住教育部次

長。 

○教育部次長（増住眞也君） 済みません。 
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先ほど、くま川教室のほうで御質問をいただ

きました耐震診断について御返答させていただ

きます。 

 耐震診断についてなんですが、やはり、条件

としてですね、木造の場合ですと５００平米以

上の広さがない――の、ものが対象ということ

になっておりまして、対象外ということでです

ね、一応診断はしておりません。 

それから、補助等の、改修した場合の補助等

が適用できるのかというお話がございましたけ

ども、こちらについても学校施設ではないとい

うことから一般財源で今対応しているような状

況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（中村和美君） はい、ほかありませ

んか。 

○委員（西濵和博君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、西濵副委員長。 

○委員（西濵和博君） はい。くま川教室、現

場行きましてですね、そこでもお尋ねしたこと

の繰り返しで恐縮なんですが、改めて執行部に

ですね、御提議というかお尋ねしたいんですけ

れども、一定期間不登校になられた子供さんが

くま川教室に御入校なされたと、しかしながら

場合によっては、くま川教室もなかなか顔を出

されないという状況が発生したときに、その子

供さんへの、御家庭へのアプローチはどちらが

学校側がされるのか、くま川教室側ですかとい

うことをお聞きしましたところ、くま川教室は

非常に責任高くお持ちでいらして関心しました

んですけど、私どものほうでというようなお話

もいただきました。 

 ただ、現実的には、連携といいますか、可能

な部分で本来の在籍校の学校、あるいは教育委

員会のほうでも熊本市であったようなああいう

最悪のケースにもいつ何どきならないとも限り

ませんものですから、そこら辺は、くま川教室

さんの責任感の上に立った上で、また、教育委

員会、学校としてもそこら辺は何がしかフォロ

ーといいますかね、万が一のための対策とかお

考えなられたらどうかなと思いますけれどいか

がでしょうか。 

○委員長（中村和美君） いいですか。はい、

増住教育部次長。 

○教育部次長（増住眞也君） はい。先ほどの

御質問で、入校している場合はくま川教室とい

うことで対応されたんですけど、今現在、不登

校等も含めてですね、どうしても御家庭に入っ

てするような場合、御家庭の問題が絡んでくる

ような場合についてはですね、スクールソーシ

ャルワーカーとかをですね、県のほうにお願い

をしまして、そういう派遣をしていただいて専

門の方に行っていただくと。学校の先生、担任

の先生が当然行かれるはあるんですが、なかな

か深い問題になりますと難しいので、そういう

専門の方々の御協力をいただきながら対応して

いるような状況でございますので、それはケー

ス・バイ・ケースで対応させていただきたいと

いうふうに思います。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（西濵和博君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、ほかありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい。それでは、質

疑、御意見等も出尽くしたようでございますの

で、以上で教育部所管施設についての管内調査

を終了いたします。 

このほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、委員長の

ほうから、文教福祉委員会の管外調査につきま

しては事務局、そして委員長、副委員長で案を

作成したいと思いますが、御意見いかがでしょ

うか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい。それではその

ように計画をしたいとこのように思います。よ

ろしくお願い申し上げます。 

 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） はい。なければ、以

上で本日の委員会の日程は全部終了いたしまし

た。 

これをもって、文教福祉委員会を散会いたし

ます。 

（午前１１時５４分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２６年４月２３日 

   文教福祉委員会 

   委○員○長 


